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 （開会） 

課 長 ：  それでは、都市計画審議会を始めさせていただきたいと思います。 

 改めまして、本日はお忙しい中、皆様、お集まりいただきまして

ありがとうございます。都市計画課長の○○と申します。よろしく

お願いいたします。 

 本年度、第１回目の小平市都市計画審議会の開会に先立ちまして、

再任の委員が２名、新たに任命されました委員が８名いらっしゃい

ますので、名簿に沿いましてご紹介させていただきます。新たに任

命されました委員の方は、ご紹介の後、一言ご挨拶をお願いいたし

たいと思います。 

 それでは、再任の委員の方から、ご紹介をいたします。 

 はじめに、会長の○○委員が任期満了となりましたが、再任のご

承諾をいただきました。 

規定によりまして、会長は互選で選出することになっております

が、事務局といたしましては、立候補される方がいらっしゃらなけ

れば、○○委員に引き続き会長をお願いしたいと存じますが、皆様

いかがでしょうか。 

 （異議なしの声） 

課 長 ： ありがとうございます。 

それでは、皆様にもご承認をいただきましたので、引き続き○○

委員に会長をお引き受けいただきたいと存じます。よろしくお願い

いたします。 

会 長 ： どうぞよろしくお願いします。 

課 長 ： 次に、小平商工会会長の○○委員が任期満了となりましたが、再

任のご承諾をいただきました。今後ともよろしくお願いいたします。 

続きまして、新たに任命された委員をご紹介いたします。 

はじめに、農業委員会会長の○○委員がご退任されまして、後任の

○○会長が新たに就任されました。一言ご挨拶をお願いいたします。 

委 員 ：  こんにちは、７月２０日付で農業委員会会長に任命されました、

○○と申します。 

 私は天神町二丁目で農業を営んでおります。生産緑地も法改正に

よりまた変わるということで、色々な面で勉強していきたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

課 長 ：  ありがとうございました。 

次に、小平警察署長の○○委員がご退任されまして、後任の○○

署長が新たに就任されました。本日はご欠席とのご連絡を受けてお

ります。 

 次に、国土交通大学校長の○○委員がご退任されまして、後任の

○○校長が新たに就任されました。一言ご挨拶をお願いいたします。 

委 員 ：  皆さんはじめまして。国土交通大学校の○○と申します。 
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 本年７月に国土交通大学校に就任してまいりました。前身の建設

大学校時代から小平市の関係の皆様にお世話になっております。引

き続きよろしくお願いいたします。 

課 長 ：  ありがとうございました。 

次に、市議会より新たに、４名の委員が就任されました。名簿順

に、○○委員より一言ご挨拶をお願いいたします。 

委 員 ：  市議会議員の○○でございます。よろしくお願いいたします。 

課 長 ：  ありがとうございました。 

次に、○○委員より一言ご挨拶をお願いいたします。 

委 員 ： ○○と申します。よろしくお願いいたします。 

課 長 ：  ありがとうございました。 

次に、○○委員より一言ご挨拶をお願いいたします。 

委 員 ：  ○○です。どうぞよろしくお願いいたします。 

課 長 ：  ありがとうございました。 

次に、○○委員より一言ご挨拶をお願いしたします。 

委 員 ：  ○○でございます。よろしくお願いいたします。 

課 長 ：  ありがとうございました。 

次に、東京都多摩建築指導事務所建築指導第二課長の○○委員が

ご退任されまして、後任の○○課長が新たに就任されました。一言

ご挨拶をお願いいたします。 

委 員 ： 多摩建築指導事務所建築指導第二課長の○○と申します。 

今年度４月１日より配属されております。小平市を管轄しており

ますので、よろしくお願いいたします。 

課 長 ： ありがとうございました。 

本日の審議会でございますけれども、諮問案件が２件、報告案件

が３件でございます。 

それでは、これより○○会長に議事の進行をお願いしたいと思い

ます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

会 長 ：  それでは、開会に先立ちまして、会長職務代理が現在不在のため、

指名を行いたいと思います。事務局から説明をお願いいたします。 

課 長 ：  経過をご説明いたします。 

 小平市都市計画審議会委員の○○前会長職務代理が、本年７月１

９日に農業委員会会長の職を任期満了に伴い、ご退任されました。

会長職務代理の指名につきましては、小平市都市計画審議会条例第

４条の規定によりまして、会長が指名することになっております。 

 以上でございます。 

会 長 ：  ありがとうございました。 

 事務局の説明は終了いたしました。 

 会長が指名するとのことでございますので、会長職務代理に○○

委員を指名させていただきますが、よろしいでしょうか。 
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 （異議なしの声） 

会 長 ：  ありがとうございました。 

委 員 ：  どうぞよろしくお願いいたします。 

会 長 ：  では、○○委員に会長職務代理をお願いをいたします。どうぞよ

ろしくお願いします。 

 （開会の辞） 

会 長 ： それでは、早速ですが、議事に入ります。 

ただいまの出席委員数１３名、定足数に達しておりますので、こ

れより、平成２９年度第１回目の小平市都市計画審議会を開会いた

します。 

議事録署名人の指名を行います。名簿にあります順に○○委員、

○○委員を指名いたしますので、よろしくお願いをいたします。 

 （傍聴許可） 

会 長 ： 次に傍聴人でございますが、本審議会の傍聴申し込みが１名あり、

傍聴人として決定いたしましたので報告をいたします。ただいまか

ら入室を許可いたします。 

 （市長挨拶） 

会 長 ：  それでは、審議に先立ちまして、小林市長よりご挨拶をいただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

市 長 ： 皆さん、こんにちは。市長の小林でございます。 

本日は、大変お忙しい中、本審議会にご参集いただきまして、ま

ことにありがとうございます。 

また、平素から小平市政に関しまして、ご協力を賜り、重ねてお

礼申し上げます。 

本日、ご審議をいただきますのは、「小平都市計画生産緑地地区

の変更」及び「小平都市計画ごみ焼却場の変更」でございます。 

また、報告事項といたしまして、「小平市生産緑地地区に定める

ことができる区域の規模に関する条例の制定について」、「小平都

市計画道路３・４・２３号国立駅大和線沿線地区地区計画（原案）

の概要について」、及び「小川四番土地区画整理事業について」の

報告をいたします。 

都市計画をはじめ、市政運営に当たりましては、引き続き、委員

の皆様方のご指導、ご支援をいただきながら、小平市都市計画マス

タープランに掲げる、まちの将来像の実現に向けて、鋭意努力を続

けてまいる所存でございます。 

何とぞ、よろしくお願い申し上げまして、私の挨拶とさせていた

だきます。 

会 長 ：  ありがとうございました。ここで大変恐縮でございますが、市長
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は所用がございますので、退席をいたしますので、よろしくご理解

のほどをお願いを申し上げます。 

 （市長退席） 

会 長 ：  それでは、これより審議に入ります。 

 「生産緑地地区の変更」に係るものでございますので、小平市都

市計画審議会条例第３条の規定に基づく臨時委員としまして、小平

市の農業経営に関する専門家として、東京むさし農業協同組合小平

地区統括支店長の○○委員に、ご出席をいただきます。 

ここで臨時委員の入室をお願いいたします。 

 （○○委員入室） 

会 長 ： それでは、早速ですが、入室されました臨時委員の○○委員に、

ご挨拶をお願いいたします。 

委 員 ：  皆さん、はじめまして、東京むさし農業協同組合の○○と申しま

す。 

 前任の○○より４月より引き継ぎまして、この回に出席させてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

会 長 ： どうぞよろしくお願いします。 

それでは、２９諮問第１号「小平都市計画生産緑地地区の変更」

の提案説明を事務局よりお願いをいたします。 

課 長 ： はじめに資料の確認をさせていただきます。 

事前に配布いたしました書類につきましては、資料１－①、Ａ４

判、「小平都市計画生産緑地地区の変更（小平市決定）」、資料１－②、

Ａ４判、「新旧対照表」、資料１－③、Ａ０判の１万分の１の地図で

「小平都市計画生産緑地地区総括図（小平市決定）」、資料１－④、

Ａ３判を折った２，５００分の１の地図で、「小平都市計画生産緑地

地区計画図（小平市決定）」、最後に参考資料としまして、Ａ４判、「生

産緑地の買取り制度について」でございます。 

皆様、不足はございませんでしょうか。 

それでは、提案説明に入ります前に、まず、簡単に生産緑地の制

度と、本諮問案件にかかります資料の見方につきましてご説明申し

上げます。 

まず、生産緑地の制度でございますが、生産緑地は、都市計画法

及び生産緑地法に基づき、主に三大都市圏の特定市の市街化区域内

農地において指定されております。生産緑地法は、都市の緑とオー

プンスペースの確保による公害・災害等の防止と生活環境の悪化防

止、公共施設等の予定地の確保等を図るため、昭和４９年に制定さ

れました。 

その後、農地の宅地並み課税と平成３年の生産緑地法の改正に伴

い、農業を継続する意思のある方の同意により生産緑地の指定を行

い、市内のほとんどの生産緑地地区が改正後の生産緑地法に基づく

平成４年の指定となってございます。 

参考に、平成３年改正前の旧法による地区は、現在８地区となっ

てございます。 



 5 

都市計画として位置づけられた生産緑地に指定されますと開発行

為等は制限され、原則としてまず３０年間営農を行うこととなって

おります。 

参考資料の「生産緑地の買取り制度について」の裏面の「生産緑

地地区買取り申出手続き等の流れ」の図の左側をご参照ください。 

生産緑地の所有者による買取りの申出は、①都市計画の指定の日

から３０年を経過したとき、②農業の主たる従事者が死亡したとき、

もしくは農業に従事することを不可能とさせる故障が生じたときに

市に対し、時価による買取りの申出ができます。買取り申出から１

か月以内に市が買い取る、または買い取らない旨を通知し、買い取

らない場合は農業希望者にあっせんいたします。買取り申出から３

か月であっせん不調の場合は、開発行為等の行為制限が解除されま

す。市は買い取りまたはそのあっせんに努めるものとなってござい

ますが、財政上の理由や所有者の土地の利活用などから、なかなか

買い取ることができないのが現状でございます。 

なお、今回の生産緑地地区に係る都市計画の変更で、買取り申出

に伴う行為制限解除によって削除を行う生産緑地は、諸手続などか

ら便宜上１年に１回行っている関係から、平成２８年１月から平成

２８年１２月までに買取り申出の手続が行われた地区でございま

す。その関係から、既に開発行為等が行われている箇所がございま

す。 

また、通常の買取り申出のほか、都市計画事業の実施等に伴い都

や市の道路になるなど、公共施設等に転換される場合には、生産緑

地地区の削除がなされます。 

生産緑地の追加指定につきましては、既に農業を営んでいること

や面積などを要件といたしまして、１年に１度、生産緑地地区に係

る都市計画の変更にあわせて募集を行ってございますが、今回の都

市計画変更に当たっては応募がございませんでした。 

続きまして、資料の見方をご説明いたします。資料１－④、Ａ３

判を折った２，５００分の１の地図「小平都市計画生産緑地地区計

画図（小平市決定）」をごらんください。右上のところに、小平市「１

０分の１」と書かれてございますが、図面の番号となってございま

す。 

また、地図の中に太数字で明記されておりますが、生産緑地の地

区ごとにつけられている地区番号でございます。 

凡例でございますが、縦縞の線の箇所が既存の生産緑地でござい

ます。 

黒く塗り潰してございますのが、今回削除する箇所でございます。 

また、市内全域の生産緑地は、資料１－③「小平都市計画生産緑

地地区総括図（小平市決定）」の１枚の図に示しております。既指定

区域が白抜きとなっている点が異なってございます。 

時間の関係もございますので、図面では、変更を行う理由ごとに、

代表の箇所を説明させていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。 
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それでは、２９諮問第１号「小平都市計画生産緑地地区の変更」

についてご説明いたします。 

はじめに、削除についてご説明いたします。資料１－①「小平都

市計画生産緑地地区の変更（小平市決定）」の第２「削除を行う位置

及び区域」をごらんください。 

資料１－④の図面では、黒塗りの部分となります。地区の全部を

削除するものが５地区、一部を削除するものが１３地区、計１８地

区でございます。１８地区の内、１６地区は、買取り申出に伴う行

為制限の解除によるもの、２地区は、公共施設等の設置によるもの

でございます。買取り申出による１６地区の内、その理由が農業の

主たる従事者の死亡によるものが１５地区、故障によるものが１地

区でございました。 

削除につきまして、買取り申出に伴う行為制限の解除によるもの

を２例、公共施設の設置による削除事例の１例を代表として図面で

ご説明いたします。 

まず、資料１－④の７ページ目、図面番号「１０分の７」、図面の

右下、地区番号１３番をごらんください。地区の一部が削除される

地区ですが、買取り申出による削除のうち農業の主たる従事者の故

障を理由とする買取り申出で、黒く塗りつぶされた箇所が面積約１，

３００㎡の削除でございます。 

続きまして、次ページ、図面番号「１０分の８」、図面右中央、地

区番号１６２番をごらんください。買取り申出による削除のうち農

業の主たる従事者の死亡を理由とする買取り申出によって、地区の

全部が削除される地区ですが、黒く塗りつぶされた箇所が面積約５，

３１０㎡の削除でございます。 

また、この８ページの左中央、地区番号１５４番、黒く塗りつぶ

された箇所、面積約９９０㎡が、都市計画道路用地として東京都が

買収いたしました部分で、公共施設の設置による地区の一部削除で

ございます。 

次に、生産緑地地区の変更後の面積でございますが、資料１－②

「新旧対照表」、下段のところにございます計の欄をごらんくださ

い。 

平成２８年１２月に告示しております、変更前の生産緑地地区数

３６８地区、面積約１６９万２，３２０㎡に対しまして、削除と精

査によりまして、３６３地区、１６５万７，４１０㎡、約１６５．

７４ｈａとなってございます。 

以上が、２９諮問第１号「小平都市計画生産緑地地区の変更」に

係る提案説明でございます。 

なお、本案につきましては、都市計画法の規定によりまして、平

成２９年１０月１８日付で東京都との協議が済み、１０月２３日か

ら１１月６日まで縦覧をいたしましたが、特にご意見等はございま

せんでした。 

今後、本都市計画審議会の諮問を経まして、都市計画決定をして

まいりたいと考えてございます。 
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説明は以上でございます。ご審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

会 長 ：  ご苦労さまでした。 

 提案説明が終了いたしました。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑のある方は挙手をお願

いします。 

 ○○委員。 

委 員 ： ご説明ありがとうございました。削除された面積ですとか、傾向

について、ここ何年か照らし合わせて、増加傾向なのか、横ばいな

のか教えていただければと思います。 

それから、主たる従事者の死亡によるものが１５件ということで

すが、地区の一部を削除する理由は、一部削除で残りの部分はほか

の方が継がれて農業を続けていくということでよろしいんでしょう

か。この場合、一部削除となる理由は、どういったことなのかを教

えてください。 

会 長 ：  ２点のご質問がございました。 

都市計画課長。 

課 長 ： まず、削除された面積、数年ということでございますけれども、

２５年度が５．５０ｈａ、２６年度が８．９２ｈａ、２７年度が１．

４８ｈａ、２８年度は今回の削除となります。 

傾向といたしましては、これまで平成４年から現在まで、毎年２

ｈａから、４ｈａ弱あたりで推移しているところでございます。減

尐傾向にはありますが、一定の数値の中での減尐というところが特

徴的なところでございます。 

２点目の地区の一部削除についてでございますが、地区ごとに所

有者の方が多数いらっしゃるところと、お一人のところとがござい

ます。多数の所有者の方がいらっしゃるところは、一人が所有する

土地の全てが削除となっても、ほかの所有者の方もいらっしゃいま

すので、一部の削除という形になります。 

その地区がお一人で持っている場合には、お亡くなりになった際

に、その地区自体が全部削除されてまいります。 

以上でございます。 

会 長 ：  ○○委員。 

委 員 ：  ありがとうございます。大切な農地ですので、どうにかして尐し

でも減る分が尐なくなるようにと思っていますが、そういった意味

合いでお聞きをしました。 

２問目のところですが、その一部を手放してというところでは、

例えば相続税のことが背景、理由にあるということもあるのでしょ
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うか。全体の仕組みというか、市だけではないところで考えていか

なければならないのかなと思いますので、その確認の意味でお聞き

します。 

会 長 ：  担当課長。 

課 長 ：  失礼いたしました。お一人で持たれている場合につきましては、

先ほど全部ということで、全てが削除というようなお話をしたとこ

ろですが、場合によっては、相続税を払う関係で、一部だけを解除

して、そのほかの部分は生産緑地のまま残される場合もございます。 

やはり、相続税というのが非常に重く所有者の方にのしかかって

きておりますので、生産緑地を続けたいけれども、相続税を払うが

ために売却しなければならないというケースが非常に多くなってい

るところでございます。 

以上でございます。 

委 員 ：  ありがとうございました。 

会 長 ：  ほかにございますか。 

 ○○委員。 

委 員 ：  一つは資料の１－②の精査は今回、２８地区あるんですか。精査

されて増減ということで出てきますが、前も精査されていると思う

んですが、今回、買取り申出があって、精査されたときに、増減が

発生する理由は、どういうことなのか、前の精査内容が違っていた

ということなのか。また、これはどなたが精査をされるのか、こう

いうタイミングしか精査されないのか、どういう仕組みになってい

るか、お伺いをしたいと思います。 

 それから、買取り申出をされた期間には、開発が既に始まってい

るところがありますと説明がありましたので、いつからいつまでの

申出が対象だったのかということを、もう一度ご答弁いただきたい

と思います。 

そして、公共施設等の設置によるものの２件は、どの部分か記載

があったのかどうか。あわせて三つ、確認をさせてください。 

以上です。 

会 長 ：  担当課長。 

課 長 ：  まず１点目の精査の内容でございますが、実測を買取り申出の際

にかけるわけでございますが、登記面積よりも、実測のほうが大き

くなるケースが多くございます。これを縄伸びと呼んでおりますが、

申出があったときに実測の面積と、市で把握している登記上の面積

に誤差が出てきてまいりますので、この申出の時点で実測図、ある

いは新たに登記がされたときに、正しい面積で都市計画を決定し、

精査をしているというところでございます。 
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逆に精査の減は、登記の面積よりも実測の面積のほうが小さかっ

たというケースでございます。そのプラス、マイナスを計算して最

終的に決定する流れになってございます。 

それと２点目の申出期間でございますけれども、前年の１年間、

平成２８年１月から、平成２８年１２月までという期間で、今回、

都市計画審議会におかけさせていただいているところでございま

す。 

公共施設、２施設でございますが、１点目が、事例でお話しした

都市計画道路でございます。もう１点が、保育所用地ということで、

こちらは民間でございますが、公共施設ということで、解除されて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

会 長 ：  よろしいですか。 

ほかにございますか。 

 （なしの声） 

会 長 ： ないようですので、ここで議決を行いたいと存じます。 

２９諮問第１号「小平都市計画生産緑地地区の変更」につきまし

て、原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 

 （異議なしの声） 

会 長 ：  ありがとうございました。 

 異議なしということで、決定といたします。 

ここで生産緑地地区に係る審議が終わりましたので、臨時委員の

○○委員はご退席をお願いいたします。ありがとうございました。 

 （○○委員退席） 

会 長 ：  続きまして、諮問案件２件目の、２９諮問第２号「小平都市計画

ごみ焼却場の変更」の提案説明を担当課よりお願いをいたします。 

 （○○課長、○○課長補佐、○○参事、○○主査入室） 

課 長 ：  それでは、職員の紹介をさせていただきます。 

 資源循環課長の○○でございます。 

担当課長：  ○○でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

課 長 ：  資源循環課長補佐の○○でございます。 

担当課長補佐：  ○○です。よろしくお願いいたします。 

課 長 ：  また、小平・村山・大和衛生組合から○○参事。 

担当参事：  ○○でございます。よろしくお願いいたします。 

課 長 ：  ○○主査。 

担当主査：  ○○でございます。よろしくお願いします。 

課 長 ：  両名にご出席をいただいております。よろしくお願いいたします。 

それでは、担当課より提案説明をいたします。 
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担当課長：  それでは、「小平都市計画ごみ焼却場の変更」についてご説明させ

ていただきます。 

まず資料の確認をさせていただきます。資料は２－①から２－⑥

までの６点でございます。 

資料の２－①は、「小平都市計画ごみ焼却場の変更（小平市決定）

について（概要）」で、Ａ４サイズ縦の２枚、合計３ページのもので

ございます。 

資料２－②はＡ４サイズ横で、「小平都市計画ごみ焼却場の変更

（小平市決定）」と記載されているものでございます。 

資料２－③、Ａ４縦のもので、資料２－②の補足資料で、「都市計

画の案の理由書（変更）小平都市計画ごみ焼却場第１号小平・村山・

大和衛生組合ごみ焼却場」で、それぞれ裏面にも記載がございます。 

資料２－④、Ａ４縦のもので、「計画図」でございます。 

資料２－⑤は、Ａ３横のもので、「総括図」となります。 

最後、資料２－⑥は、Ａ４縦のもので「（仮称）不燃・粗大ごみ処

理施設生活環境影響調査書に対する意見書の概要と事業者の見解」

となります。 

不足はございませんでしょうか。 

それでは、資料２－①の「小平都市計画ごみ焼却場の変更（小平

市決定）について（概要）」に基づき、説明をさせていただきます。 

最初にこれまでの経緯でございますが、小平市、東大和市及び武

蔵村山市の３市は、昭和４０年に一部事務組合の小平・村山・大和

衛生組合を組織し、現在までごみの共同処理を行ってまいりました。 

これ以降、「小平・村山・大和衛生組合」を「組合」と呼ぶことに

いたします。 

現在、燃えないごみと粗大ごみを破砕処理いたします粗大ごみ処

理施設は、昭和５０年に竣工した施設であり、その後、平成１０年

に改造をしておりますが、既に稼働から４０年以上、改造からも２

０年近く経過をしております。 

設備の老朽化や旧式化した処理施設であり、環境対策にも課題が

生じていることなどから、組合では、平成３２年度稼働に向けて、

「（仮称）不燃・粗大ごみ処理施設」の整備を予定しております。 

これ以降、「（仮称）不燃・粗大ごみ処理施設」を「本施設」と呼

ぶことにいたします。 

組合の事業地でございますが、昭和４０年４月１３日に小平・村

山・大和衛生組合ごみ焼却場として都市計画決定されており、その

後、昭和４７年２月２８日に、小平清掃事務所を含めた区域に変更

されておりますが、平成１６年６月の法改正により、本施設は建築
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基準法第５１条の対象となったことから、協議先であります東京都

都市整備局より、「本施設を整備するにあたり、都市計画変更の手続

が必要である」との指導をいただきました。本施設を都市計画に定

めるため、都市計画の変更をするものでございます。 

なお、今回の変更でございますが、「ごみ焼却場」と「ごみ処理施

設」を兼ねるものとする変更でございます。 

続きまして、１ 都市計画の種類及び名称、及び２ 都市計画を

定める土地の区域についてご説明をさせていただきます。 

資料２－②、「小平都市計画ごみ焼却場の変更（小平市決定）」を

ごらんください。 

 ごみ焼却場名は、小平・村山・大和衛生組合ごみ焼却場で、位置

は、小平市中島町地内、面積は約２ｈａです。この２ｈａの面積で

ございますが、現在のごみ焼却場と小平市清掃事務所を合計した面

積となります。能力につきましては、ごみ焼却施設は、日量３６０

トンです。 

 以上の内容につきましては、変更はございません。今回の変更は、

裏面の変更概要にお示ししましたとおり、不燃粗大ごみ処理施設、

日量２８トンにつきまして追加したものでございます。 

 いまいちど表面にお戻りいただきまして、下の部分に記載されて

おります理由でございますが、本施設は、ごみ焼却場として、都市

計画決定されておりますが、施設変更に伴い、施設の集約や、新た

な手選別ラインを設置することにより、不燃粗大ごみ処理施設の処

理能力を追加することを目的に都市計画の変更をするものでござい

ます。 

 続きまして、資料２－③、「都市計画の案の理由書（変更）小平都

市計画ごみ焼却場第１号小平・村山・大和衛生組合ごみ焼却場」を

ごらんください。 

 ２ 理由の（１）将来像における位置付けについてでございます

が、平成２９年３月に策定されました小平市都市計画マスタープラ

ンにおいては、ごみの適正処理を安定的に継続することを通じて、

将来にわたって快適で衛生的に暮らせるよう、ごみ処理施設の更新

を進めるとしています。 

 （２）当該都市計画の必要性についてでございますが、こちらは

先ほど概要で説明しました内容と同じになりますので、省略をさせ

ていただきます。 

 ３ 当該都市計画の位置、区域、規模の妥当性についてでござい

ますが、ア 位置・区域につきまして、本施設の事業用地の位置は、

組合用地に隣接し、現在、小平市清掃事務所として利用されており
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ます。詳細な位置につきましては、資料２－④、「計画図」及び資料

２－⑤、「総括図」をごらんください。 

 小平市清掃事務所を解体した跡地に整備することにより、本施設

で手選別にて小型家電の除去をし、破砕後、鉄やアルミを資源化し

た残りの破砕残渣につきまして、焼却施設への運搬がスムーズに行

えることに加え、現有の粗大ごみ処理施設を稼働させながら整備す

ることが可能となります。 

 イ 周辺の土地利用状況につきましては、北に西武鉄道の線路及

び野火止用水散策路、南に玉川上水、東西には個人住宅・集合住宅

と接しております。なお、用途地域は準工業地域に指定をされてお

ります。 

 （２）当該都市計画の規模の妥当性についてでございますが、本

事業用地の面積は、現在の清掃事業用地であります約３，６９０㎡

の敷地内に、（仮称）不燃・粗大ごみ処理施設の建築面積は最大で約

２，０００㎡、現有の粗大ごみ処理施設と可燃性粗大ごみ置き場の

面積は合計して約１，２４０㎡となります。 

 ここでおわびでございますけれども、現在の清掃事務所用地が、

資料２－④では明確に示してございません。わかりづらくてまこと

に申しわけありません。今回は面積の変更がなかったことから、明

確に示していないものでございますけれども、清掃事務所の現在の

用地は資料の２－④の右の下のあたりの清掃事務所と書かれてござ

います、左側に四角い場所が四つ上にコの字型に向いてあるかと思

いますが、ここが現在の小平市の清掃事務所用地でございます。こ

の４施設の用地が約３，６９０㎡というところです。この中に最大

でございますが、今の予定では２，０００㎡の施設を建設するとい

う計画でございます。 

 ３市の一般廃棄物処理基本計画より推計いたしました施設整備の

目標年度、平成３２年度における対象処理ごみ量は、一日１６．２

９トンでございます。これに、実稼働日数、月による変動を加味し

た（仮称）不燃・粗大ごみ処理施設の処理能力は一日２８トン、こ

れは１日当たり５時間運転を基本とするものです。現有の粗大ごみ

処理施設の処理能力は一日５時間運転で、７５トンでございますの

で、２分の１以下になるということでございます。 

 （仮称）不燃・粗大ごみ処理施設では、これまで場内で分散し、

露天で貯蔵し別処理をせざるを得なかった可燃性粗大ごみや、小型

家電の置き場を今回集約することに加えて、新たに手選別ラインを

設置することにより、小型家電の資源化や危険物・有害物の事前の

除去が可能となります。 
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 また、小平市福祉のまちづくり条例等の考え方を適用した見学者

用のエリアも新たに整備する予定であることから、妥当な事業用地

面積と考えております。 

 続きまして、資料２－①の３ 都市計画策定の経緯の概要につい

て、ご説明を申し上げます。 

 本事業における事業者である組合が都市計画変更の手続に入る事

前の説明といたしまして、本年６月１３日に都市計画変更の原案の

説明会を開催しております。当日の参加者は３名で、都市計画の範

囲や、土地の所有者に関するご質問や施設の処理能力や工事範囲な

どの事業内容についてご質問がございました。 

 なお、組合では、近隣住民及び３市で組織いたします、小平・村

山・大和衛生組合のごみ処理事業に関する連絡協議会を１～２カ月

程度に一度開催していることから、その連絡協議会において、本施

設の事業内容や基本計画及び都市計画の変更について、説明を重ね

ております。 

 また、原案の縦覧、意見募集を実施いたしました。縦覧は本年の

６月６日から６月２０日まで小平市の資源循環課窓口及び組合の窓

口で実施いたしました。閲覧者及び意見書の提出はいずれもござい

ませんでした。 

その後、東京都と協議を重ねるとともに住民説明会、案の縦覧及

び意見募集を実施いたしました。住民説明会は、本年の１０月２６

日に開催し、開催の周知につきまして、市報、市及び組合のホーム

ページで周知を行いましたが、当日の参加者はありませんでした。 

 また、住民説明会とは別に組合でも１０月２５日に連絡協議会で

要旨の説明をいたしました。 

 案の縦覧及び意見募集でございますが、本年１０月２４日から１

１月７日まで、小平市役所資源循環課窓口で実施し、閲覧者及び意

見書の提出はいずれもありませんでした。 

 続きまして、資料２－①の４ 一般廃棄物処理施設設置に係る手

続の概要について、ご説明いたします。 

 周辺環境への影響についてでございますが、組合では廃棄物の処

理及び清掃に関する法律に基づき、昨年９月から本年６月まで大気

質、騒音、振動及び悪臭の調査を対象とした生活環境影響調査を実

施いたしました。その結果、いずれの項目においても生活環境の保

全上の目標を満足することができ、生活環境への影響は軽微である

と評価をしております。 

 また、この生活環境影響調査書につきまして、案の縦覧、意見書

の募集、住民説明会を実施いたしました。 
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 縦覧は本年７月７日から８月７日まで構成市であります小平市、

東大和市及び武蔵村山市の３市の担当課窓口及び組合窓口で実施

し、閲覧者が１名、また意見書の提出が１通ございました。 

 意見書の概要と事業者の見解につきましては、資料２－⑥、（仮称）

不燃・ごみ処理施設生活環境影響調査に対する意見書の概要と事業

者の見解をごらんください。 

 まず生活環境に関するものとして、大気汚染等への対応、計画に

ついての市民等への説明。ごみ処理施設における規制や排出基準等

に関する対策や数値目標の設定のご意見をいただいており、それぞ

れ周辺環境に影響を及ぼすおそれのないよう、維持管理計画を作成、

適切な運営、地域住民への丁寧な説明を行うこと、また、本施設の

稼働について、粉じん、騒音、振動及び悪臭について、それぞれ、

基準を定めているとの見解をお示しいたしました。 

 また、その他といたしまして、市民・企業・行政が信頼関係を築

き、ともに考え解決していくこととのご意見をいただいており、こ

ちらにつきましても今後にわたり連絡協議会や、説明会、広報紙、

イベントなどを通じ、市民・地域住民の皆様と、コミュニケーショ

ンを図りながら、円滑な事業運営に努めてまいりますとの見解を示

しております。 

 次に住民説明会でございますが、本年７月１９日に開催し、当日

の参加者は５名で、搬入出車両の増減、大気水質汚染の発生、破砕

機の大きさ、市民への周知、悪臭への改善、建設費、公金の見込み

額、環境保全計画などについて、ご質問やご意見がございました。 

 最後に、東京都との協議の結果でございますが、本年１０月５日

に意見はない旨の協議結果通知の送付がございました。また、東京

都の担当部局からは、事業の実施に当たり、関係法令などの遵守、

騒音・振動・悪臭・粉じんの低減、また周辺自治体と連携した周辺

住民への説明を行うよう、依頼を受けております。 

 尐し長くなりましたが、説明は以上でございます。ご審議のほど、

よろしくお願いをいたします。 

会 長 ：  ご苦労さまでございました。 

提案説明が終了いたしました。 

それでは、これより質疑に入ります。 

 いかがでしょうか。 

○○委員。 

委 員 ：  ご説明の中で連絡協議会への説明もしていただいているとありま

したけれども、そこの中で出ている意見など、もしあれば教えてい

ただけばと思います。 



 15 

会 長 ：  担当参事。 

担当参事：  連絡協議会ですが、中島町を中心としまして、中島町の１０自治

会、それから、玉川上水をはさんだ立川市になりますけれども、幸

町団地と幸町六丁目と、全部で１２自治会で構成しております。 

 定期的には、１カ月から２カ月程度の間で開催をして、さまざま

な情報についてご説明をさせていただいております。今回の不燃・

粗大ごみ処理施設の基本計画から、建てかえの条件についても説明

させていただきまして、今回の都市計画の変更についても説明をさ

せていただいております。この件に関して特別連絡協議会の委員の

方からのご意見等はございませんでした。 

 以上でございます。 

会 長 ：  ほかにいかがでしょうか。 

 特にございませんか。 

会 長 ：  担当参事。 

担当参事：  今、連絡協議会の構成団体数について、１２と申し上げましたが、

東大和市の１自治会が入っておりまして、合計で１３自治会ござい

ます。申しわけございませんが、訂正させていただきます。 

会 長 ：  訂正がございました。よろしいですか。 

ほかにございませんか。 

 （なしの声） 

会 長 ：  ないようでございますので、ここで議決を行いたいと存じます。 

２９諮問第２号「小平都市計画ごみ焼却場の変更」につきまして、

原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 

 （異議なしの声） 

会 長 ：  ありがとうございました。 

 異議なしと認め、決定といたします。 

どうもご苦労さまでした。 

 （○○課長、○○課長補佐、○○参事、○○主査退室） 

会 長 ： それでは続いて、これより報告案件が３件ございます。 

担当課より報告の後、質問の時間をとりたいと思います。 

では、最初に「小平市生産緑地地区に定めることができる区域の

規模に関する条例の制定について」、担当課より報告をお願いいた

します。 

担当課長。 

課 長 ：  それでは、「小平市生産緑地地区に定めることができる区域の規模

に関する条例の制定について」、ご説明いたします。 

 報告資料１－①をごらんください。 

 制定理由でございますが、国は、都市農業が有する農産物の供給、

防災、景観形成、交流の場等の多様な機能の発揮に向けて、平成２
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８年５月に「都市農業振興基本計画」を策定しました。これにより

まして、都市農地は、「宅地化すべきもの」から「都市にあるべきも

の」へと位置づけが大きく転換されました。 

 一方、農地を含めた公園、緑地等の都市におけるオープンスペー

スにおいても、同様にさまざまな役割を担っていることから、この

緑空間の保全・活用に向けて、平成２９年６月に、「都市緑地法等の

一部を改正する法律」が施行され、関連法令等が改正されました。 

 生産緑地法におきまして、市条例により生産緑地地区の区域の規

模を別に定めることができることが新たに規定されたことを受けま

して、生産緑地地区の区域の規模の指定要件の下限を引き下げ、年々

減尐している生産緑地の維持・保全を図るため、同条例を制定する

ものです。 

 続きまして、条例の内容でございますが、生産緑地法第３条第２

項において、政令で定める基準、３００㎡以上から５００㎡未満の

一定の規模以上の区域、これに従いまして、市条例により、区域の

規模に関する条件を別に定めることができるとされていることか

ら、生産緑地の維持・保全を図るため、指定要件の下限を５００㎡

から３００㎡まで引き下げるものでございます。 

 次に、条例の構成でございますが、２条からなり、第１条 趣旨

では、生産緑地法の規定に基づき、市における生産緑地地区に定め

ることができる区域の規模を定める条例であること、第２条 規模

では、生産緑地地区の区域の規模を３００㎡以上とすることを定め

ております。 

 附則において、施行日を定めております。 

 施行期日でございますが、公布の日でございます。 

 最後に、今後の予定でございますが、１２月の市議会に提出する

予定でございます。 

 なお、参考資料といたしまして、報告資料１－②が「小平市生産

緑地地区に定めることができる区域の規模に関する条例（案）」、報

告資料１－③が生産緑地法の改正を含みます「都市緑地法等の一部

を改正する法律」の国土交通省で示されております資料でございま

す。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

会 長 ： ありがとうございました。 

報告は終わりました。 

ただいまの報告事項、「小平市生産緑地地区に定めることができる

区域の規模に関する条例の制定について」、何かご質問がございまし

たら、どうぞ。 
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○○委員。 

委 員 ：  ご説明いただいた中で、３００㎡以上ということになった場合に、

減尐の幅がどの程度、歯どめがかかってくるのか、直接担当部署で

はないかもしれませんが、見解を伺いたいと思います。 

会 長 ：  担当課長。 

課 長 ：  ３００㎡にかえた場合にどの程度の抑制が効くのかというところ

でございますが、現在３００㎡以上の土地で生産緑地ではない畑が

８０筆、面積といたしますと、約３万１，０００㎡程度ございます。 

 しかしながら、この畑を生産緑地に指定いたしますと、指定した

時点から３０年間、営農しなければならないので、３００㎡以上の

土地をお持ちの方が申請をしてくださるかというところが、なかな

か難しいのではないかと思ってございます。 

 ただ、市といたしましては、できる限り生産緑地の減尐に歯どめ

をかけるため、選択肢を増やしていきたいということがございます

ので、最低面積を３００㎡に規定していきたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

会 長 ：  よろしいですか。 

 ほかに。○○委員。 

委 員 ：  今のことに関連しまして、もう一つ、例えば相続等で、一部解除

をしなければならなくなった場合に、今現状でいきますと５００㎡

を切った場合には残った農地も生産緑地ではなくなるわけですね。

それが３００㎡まで下げたことで、また生産緑地に指定を受けられ

るというケースがあります。５００㎡なければいけないのが３００

㎡と、面積の下限が下がったので、再度指定を受けられるケースは

あるかと思います。 

会 長 ：  説明をありがとうございました。 

○○委員。 

委 員 ：  すみません、今８０筆、３万１，０００㎡っておっしゃられまし

たけど、５００㎡から３００㎡の間の土地がそんなに多くあるんで

すか。 

会 長 ：  担当課長。 

課 長 ：  固定資産税の概要調書からの情報になりますが、こういった数値

でございます。 

会 長 ：  よろしいですか。 

 ほかにございますでしょうか。 

 ５００㎡から３００㎡に下げるということでございますので、非

常にやりやすくなるのかと思います。 

ないようでございますので、それでは、「小平市生産緑地地区に定

めることができる区域の規模に関する条例の制定について」の質疑

を終了いたします。 

続きまして、報告事項２件目の、「小平都市計画道路３・４・２３
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号国立駅大和線沿線地区地区計画（原案）の概要について」、担当課

よりご報告をお願いいたします。 

担当課長。 

課 長 ：  それでは、「小平都市計画道路３・４・２３号国立駅大和線沿線地

区地区計画（原案）の概要について」報告いたします。 

本地区計画は本年度末の都市計画決定を目途に都市計画の手続を

進めているものでございます。 

報告資料２－①をごらんください。 

小平都市計画道路３・４・２３号国立駅大和線の整備に伴い、小

平市都市計画マスタープランに基づきまして、幹線道路沿道にふさ

わしい土地利用を図るため、用途地域等を変更するとともに、周辺

環境と調和した街並みの形成を図るため、地区計画（原案）を定め

るものでございます。 

位置等でございますが、報告資料２－②「総括図」及び報告資料

２－③「計画図」をごらんください。 

位置及び区域でございますが、小平３・４・２３号線の北は西武

鉄道敷き境から南は立川市との行政境までの、道路境界線から２０

ｍの範囲にある、小川町一丁目及び上水新町一丁目各地内で、面積

約６．４ｈａでございます。 

用途地域の変更でございますが、報告資料２－③「計画図」をご

らんください。 

地区内の現在の用途地域は、北側からＡの部分が第一種中高層住

居専用地域、Ｂの部分が、第二種中高層住居専用地域、Ｃの部分が、

第一種低層住居専用地域、Ｄの部分が第一種住居地域に区分されて

おります。 

Ｃの部分の第一種低層住居専用地域につきまして、小規模店舗等

の生活利便施設が立地可能な｢第一種中高層住居専用地域｣に用途地

域を変更するものでございます。 

報告資料２－①に戻っていただきまして、中段の表をごらんくだ

さい。 

「第一種中高層住居専用地域」に変更することにより、建ぺい率

６０％、容積率２００％、準防火地域、高さ制限２５ｍとなります。 

次に、地区計画の策定でございますが、用途地域の変更に伴いま

して、地区計画を設定いたします。 

地区計画の目標でございますが、広域的な都市を結ぶ利便性を活

かした沿道サービス型の施設等を誘導することを基本に、小平グリ

ーンロード等の地域特性を踏まえた水と緑のネットワーク及び延焼

遮断機能の向上による防災面に配慮し、良好な住環境と調和した一

体感のある街並みを形成することを目標といたします。 

主な地区整備計画の内容でございますが、「建築物等の用途の制

限」では、建築してはならないものとして、公衆浴場、単独自動車

車庫、ガソリンスタンド、ホテル・旅館、ボーリング場、畜舎、自

動車修理工場等としております。 

「建築物の敷地面積の最低限度」では、先ほどお示ししました報
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告資料２－①の「計画図」のＣ及びＤ内で、小川町一丁目土地区画

整理事業区域に該当している箇所は、１２０㎡、それらを除く区域

では１００㎡としております。 

「建築物の壁面の位置の制限」では、外壁から隣地境界線までの距

離を０．５ｍ以上としております。 

 「建築物等の高さの最高限度」では、１５ｍとしております。 

「建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限」では、周辺の建

築物及び景観との調和に配慮する、屋外広告物等は景観を損なうお

それがないものとしております。 

「垣又はさくの構造の制限」では、生垣又は透過性を有するフェン

スとするものでございます。 

最後に、今後の主な予定でございますが、１２月２日に原案の説

明会を小川町一丁目地域センター及び上宿公民館にて行います。１

２月４日から２週間、原案の縦覧を行い、同日から３週間、意見書

を受け付けまして、来年の２月中旪から２週間、案の縦覧及び意見

書の受付、３月中旪に都市計画審議会の諮問を経まして、３月下旪、

都市計画決定する予定でございます。 

報告は以上でございます。 

会 長 ：  ご苦労さまでした。 

 報告は終わりました。ただいまの報告事項、「小平都市計画道路

３・４・２３号国立駅大和線沿線地区地区計画（原案）の概要につ

いて」何かご質問がございましたら、お願いをいたします。 

○○委員。 

委 員 ：  ありがとうございます。このＣの地域には、どういった建物が建

っていて、一般の住居だとは思うんですが、これから説明会をされ

ると思うんですが、今後その方々に与える影響というのは、どうい

ったことになるのか教えていただけますでしょうか。 

会 長 ：  担当課長。 

課 長 ：  Ｃの地域でございますが、多くが先ほど○○委員もおっしゃられ

るように、一般の住宅が建っているところでございます。こちらに

つきましては、現在の用途地域が第一種低層住居専用地域になって

おりますので、主に一般的な住居のための、用途地域となっており

ます。 

 こちらが第一種中高層住居専用地域に変更することによりまし

て、住居しか建てられなかったものが、小さな店舗等を建てられる

ように、用途が変わってくるということでございます。 

 今後の説明会に先立って、今年の８月に近隣の方のご意見等を聞

くための意見交換会を開催しました。その中のご意見では、現在の

この地区には、店舗等がないということで、なかなか買い物に行く

のが大変だというお話で、小さな店舗等ができればありがたいとい

うお話を聞いております。そういった中で、今回の用途地域に変更

してきているところでございます。 

 以上でございます。 
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会 長 ：  よろしいですか。 

○○委員。 

委 員 ：  都市計画決定及び告示ということで、平成３０年３月末、今後の

主な予定のとおり仮にいくとしましたら、建物を建てるのに、いつ

から着手できるんですか。具体的には土地があいているところとな

ると、Ｃ地区になるんだと思うんですけど、いつくらいから工事そ

のものができるようになるのかということについてはどうでしょう

か。 

会 長 ：  担当課長。 

課 長 ：  Ｃ地区に限らず、その事業者さんのスケジュール感というのがあ

りますので、どのくらいというのは難しいところではございます。 

 用途地域を変更してから、それから設計するとなると、大体３カ

月から半年以上という形にはなるかと思います。しかし、こういっ

た説明会等の中で、先に基本設計等を練っておられる事業者さんは、

早めに出てくるのではないかとは想定はされます。 

 以上でございます。 

会 長 ：  ほかにございますか。 

○○委員。 

委 員 ：  敷地面積の最低限度が１００㎡もしくは１２０㎡というふうに案

にありますが、既存不適格になるような敷地というのは、沿道でど

のくらいあるのでしょうか。 

会 長 ：  担当課長。 

課 長 ：  こちらの地区につきましては、現在１４１棟の建物があり、敷地

面積の最低限度を１００㎡といたしますと、既存不適格となるのは

１３棟でございます。 

 ただ、こちらの地区計画につきましては、すでに１００㎡を切っ

ているものにつきましては、土地の異動等がなければ、そのまま再

度建て直すことはできることとしてございます。 

 以上でございます。 

会 長 ： よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 （なしの声） 

会 長 ：  ないようでございますので、「小平都市計画道路３・４・２３号国

立駅大和線沿線地区地区計画（原案）の概要について」の質疑を終

了いたします。 

続きまして、報告事項３件目の、「小川四番土地区画整理事業につ

いて」、担当課より報告をお願いいたします。 

 （○○課長、○○係長入室） 

課 長 ：  それでは、職員の紹介をさせていただきます。 

地域整備支援課長の○○でございます。 

担当課長：  ○○でございます。よろしくお願いします。 

課 長 ：  地域整備支援担当係長の○○でございます。 

担当係長：  ○○でございます。よろしくお願いします。 
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課 長 ：  それでは、担当課より報告をお願いいたします。 

担当課長：  「小川四番土地区画整理事業について」でございます。それでは

資料に沿って説明させていただきます。 

 まず、１ 事業の目的です。本事業は、相続等による農地の個別

開発等に伴う無秩序な市街化を防止し、農・住・緑の調和の取れた

計画的な宅地化と農地の保全を図るため、地元権利者による組合施

行となる土地区画整理事業を実施するものでございます。 

 この事業により、道路・公園等の公共施設が一体的に整備された

健全な市街地を形成し、安全性、利便性の向上したまちづくりを推

進してまいります。 

 また、将来にわたる良好な住環境の維持を図るため、この事業に

より整備された街並みについて、地区計画等の決定を行ってまいり

ます。 

 次に、２ 経緯でございます。小川四番地区につきましては、平

成１７年度から地元権利者による勉強会が行われ、その後、平成２

３年４月には組合設立準備会が結成され、事業の実現に向けた本格

的な活動が行われてきました。その結果、本年６月に東京都知事に

対し、組合設立認可の申請が行われ、同年１０月６日に組合設立の

認可を受けたところでございます。 

 今後、市といたしましても、地区計画や都市計画公園などの都市

計画決定の手続を行ってまいります。 

 今回の報告につきましては、本年２月の本審議会においても報告

させていただきましたが、今後の都市計画に向けて、再度、概要説

明を行うものでございます。 

 次に、３ 事業の内容でございます。所在地は小川町一丁目２２

８５番地先で、下の位置図のとおりとなります。小川駅の南西に位

置し、青梅街道と西武拝島線に挟まれた区域で、面積は約２．３ｈ

ａございます。 

 権利者数は１３名となっております。 

 現在の主な公共施設は、認定外道路と用水路がございます。 

 計画（案）につきましては、別紙をごらんいただきたいと存じま

す。 

 区画整理事業設計図でございます。区域については、南側に青梅

街道、北側は西武拝島線との境、西側は新東京自動車教習所との境、

東側は既に個人開発で整備されている箇所で、境界には市の赤道、

薄く塗られている細い道路がございまして、その西側が境となりま

す。 

 道路計画につきましては、ほぼ全ての道路を６ｍの区画道路とし

ております。 

 また、区域外の道路との接続につきましては、南側の青梅街道か

らと、北側の西武拝島線に西武鉄道が踏切を設置する方向で調整し

ておりますので、その踏切を通って、さらに北側の市道への接続と

なります。 

 また、人や自転車が通れる通路といたしまして、図面右側、区域
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の東側にある市の赤道との接続に当たり、幅員３ｍの特殊道路、斜

線の網掛け部分を配置しており、図面の左側にある第１号公園の西

側にも既存の赤道とのネットワークを考慮し、幅員２ｍの特殊道路

を配置しております 

 公園緑地につきましては、西側教習所に接する箇所に第１号公園、

地区内の北東角に第２号公園の２カ所を設けており、さらには、区

域北側、西武拝島線沿いに４ｍの第１号緑地と第２号緑地を、また、

区域東側の特殊道路の北側に２ｍの第３号緑地を配置しておりま

す。 

 地区南側にある用水路につきましては、青梅街道からの接続道路

の横断箇所については、ボックスカルバートの敷設による暗渠とし、

その他の用水については、既存のまま活用できる方向で計画を進め

ております。 

 再度、前の資料の裏面をごらんいただきたいと存じます。 

 ４ 今後の予定でございます。本年１０月６日に組合が設立いた

しましたので、今年度につきましては、年度内に仮換地指定を行い、

その後、平成３０年度に工事着手、そして地区計画及び公園等の都

市計画決定、順調に進んだ場合、翌年の平成３１年度に工事完了、

平成３２年度に換地処分、平成３３年度に組合の解散となります。 

 なお、道路計画等につきましては、今後の権利者や保留地売却に

伴う換地の状況、さらには東京都などとの協議により変更する場合

もございます。 

 最後に、本審議会におきましては、来年度に都市計画案件として

地区計画と公園緑地等についてご審議いただくことを予定しており

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

会 長 ：  ご苦労さまでした。 

報告は終わりました。 

 ただいまの報告事項、「小川四番土地区画整理事業について」、何

かご質問がございましたら、お受けいたします。 

 ○○委員。 

委 員 ：  ご説明ありがとうございました。 

 現時点で、この小川四番土地区画整理事業の推進に当たりまして、

いろいろな諸課題があると思うんですが、大きなところで捉えて、

平成３１年度工事完了に向けて、予測できる障害、課題について、

ご例示いただければと思います。 

会 長 ：  担当課長。 

担当課長：  今年認可をいたしまして、まずは仮換地指定という、権利者の換

地先を決める行為が今後出てまいりますので、それがまず最初の課

題になります。 

 工事完了までの大きな課題といたしましては、本地区については、

無電柱化を行う方向で検討しておりまして、今年度調査をします。

無電柱化が行えるとなった場合には、工事が重なりますので、その
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調整が非常に困難な課題として出てくると予想しております。 

 以上でございます。 

会 長 ：  ほかにございませんか。 

○○委員。 

委 員 ：  差し支えなければ、予定の減歩率はどのくらいか教えていただけ

ればと思います。 

会 長 ：  担当課長。 

担当課長：  減歩率でございますけれども、平均で約４３％となっています。 

 以上でございます。 

委 員 ：  ありがとうございます。 

会 長 ：  ほかにございませんか。 

 ○○委員。 

委 員 ：  先ほど北側の西武線との交差部分の踏切、新設ということですが、

その西武鉄道との折衝経緯といいますか、折衝内容というのを教え

ていただければと思います。 

会 長 ：  担当課長。 

担当課長：  西武鉄道との折衝経緯でございますが、現在、こちらの図面上で

も薄く書いてあるところに踏み切りはございます。ここは車止めが

ありまして、人と自転車は通行できます。また、線路を挟んで南北

に土地を所有された特定の権利者に限り、車止めを外してトラクタ

ーが通れる踏み切りになってございます。これを西武鉄道が今回の

区画整理事業にあわせて接続するということで、ある程度の同意を

得ております。西武鉄道とは、基本的に区画整理事業を行う際には

西武鉄道の費用負担による施工で、踏切を接続する覚書が交わされ

ておりますので、これに基づき、区画整理事業の進捗にあわせて行

う予定でございます。 

 以上でございます。 

会 長 ： ○○委員。 

委 員 ：  では、この新設踏切というのは付け替えであって、引き続き人道

踏切になるんですか。 

担当課長：  大変申しわけございません。こちらについては車道として扱うこ

とになります。 

 以上でございます。 

会 長 ：  よろしいですか。 

委 員 ： ありがとうございます。 

会 長 ：  ほかにございませんか。 

 （なしとの声） 

会 長 ：  ないようでございますので、それでは、「小川四番土地区画整理事

業について」の質疑を終了いたします。 



 24 

 本日の議事は全て終了いたしました。 

事務局のほうから連絡事項がありますので、よろしくお願いしま

す。 

担当課長。 

課 長 ：  次回の都市計画審議会でございますが、来年の３月２０日の開催

を予定しております。 

まことにお忙しい中、お時間をとっていただく関係もございます

ので、詳細が決まり次第、早めにお知らせしたいと思います。どう

かよろしくお願いいたします。 

会 長 ：  予定の日程でございますが、３月２０日ということでございます

ので、よろしくお願いをしたいと思います。 

 ほかに何かございませんか。 

 （閉会の辞） 

会 長 ： それでは、以上をもちまして第１回小平市都市計画審議会を終了

いたします。 

本日はどうもありがとうございました。また寒さが厳しくなりま

すので、どうぞご自愛ください。ありがとうございました。 

 （閉会） 

  

 

 


